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今後の検討の方向性

第４回サービス付き高齢者向け住宅に関する懇談会資料

１）高齢期の住まいの選択にあたっての情報提供のあり方
２）高齢期の居住の場の多様な選択・相談を可能とする体制
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１）高齢期の住まいの選択にあたっての情報提供のあり方

①ラベリング(分類)の目的と方向性

【前提】
介護事象発生時に、仕方なく住み替える先として選ばれる側面が強い。本来の目的
である「住みやすい自宅」として認知度を高めるとともに、イメージアップを図っていきたい

【ラベリングの目的】
・検討者における検索性の向上
・住宅がどんな分野に特化・特徴があるのかわかりやすくしたい
・介護度等に関係なく、自由な暮らしができる住宅である認知をつけたい

【ラベリングにあたっての検討手順】
①高齢者が住宅を選定する際に重視する項目や、一般住宅での比較項目を参考に
ラベルの条件項目を抽出
参考資料) ・「検討者の高齢者向け住宅の実態把握等に関する検討業務」より抜粋

・SUUMO、アパマンショップ、LIFULL介護などの一般消費者が必要であると考えられる項目
・ハルメクの読者、弊社クライアント先からの知見軸(終の棲家、健康でいられるか、自由でいられるか)

②運営事業者等と打ち合わせ意見の吸い上げ、調整
検索性を考慮してラベルは3つか、4つ程度がよい／介護度が軽い人だけという認知は避けたい／自立、看取りと

相反するラベルは混乱を招く／住み替えやすさ、住み替え実績というラベルはどうか／自由度の高さをアピールできる
ラベルが良い／ラベルのワーディングの変更(自由を表現)
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ラベルの付与条件の考え方

例)条件項目のうち、３つ該当す
る場合にラベルを付与する など

200~300の事業者さまへサンプ
ルで登録いただき、ラベルの出現
率を確認したうえで条件項目の
該当数は調整していく。

１）高齢期の住まいの選択にあたっての情報提供のあり方

②ラベリング案
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１）高齢期の住まいの選択にあたっての情報提供のあり方

③アワードの目的と方向性

【アワードの目的】

・生活者に対して、サ高住の（正しい理解）メリット・魅力を情報発信すること。
・サ高住の存在を知り、シニア層が終の住まいについて“早めに備える”きっかけづくりに
寄与すること。

【アワード企画にあたっての検討手順】

①アワードの条件設定
・対象者は誰か ・・・ 70歳以上の本人、5・60代のご家族、一般
・評価対象は何とするか ・・・ ハード面(建物、設備)、ソフト面(外部サービス、従業員)
・評価者は誰か ・・・ 有識者(専門家)、一般人、居住者(利用者)
・評価形式はどうするか ・・・ 投票型、審査型
・予算はどうするか ・・・ 支援金があるのか、協賛を募る必要があるのか。
・負荷の確認 ・・・ 永続実施できるかの判断するため、事業者、事務局負荷を想定
以上より、4つの企画案を提出(インスタファッションショー／折句・川柳／インスタ花壇／合唱コンクール)

③運営事業者と打ち合わせ、意見の吸い上げ２案に絞りこみ(次ページ参照)
事業者の負担、入居者参加ハードルを加味して川柳が良い。ただし、拡散性に課題が残る。(多数)／ファッションショー
は対面では反響ある(ご友人、そごうでの実績あり)／自立型、介護型の2種類があるが、特に介護型は、身体的な
負荷がかかる企画が難しい。また、本人のデバイス操作も難しい／家族を巻き込んだ企画(家族が投稿するなど)は
拡散性が高まるうえ、肖像権もクリアできる／サ高住は幅広い介護度に対応している。介護度に関係せず自由に
暮らせることをアピールできれば良い。
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１）高齢期の住まいの選択にあたっての情報提供のあり方

④アワード開催のアイディア

事業者、入居者共に取り組みやすい内容のため「折句(川柳)」
「ファッションショー」での検討を進めている。
なお、“拡散性“を高める補填策も検討中。
≪拡散性を広げるため、協賛を募る≫
①サ高住が利用している商品を対象に協賛募集、折句を募集
事業者例）紙パンツ業界 ／ 印刷会社、食品会社：箸袋など

②シニアへの認知向上・イメージアップを狙いたい事業者へ協賛募集

≪協賛条件例≫
・募集した川柳、折句は各事業者での使用は自由とする
・協賛金は1事業者 10万円(仮)
・決められたワードに対して句を募る

≪活用イメージ≫
・募集した折句をHPへ掲載。
・「私たちはシニアへのサポート、サービス付き高齢者向け住宅へ協賛しています」という協賛PRとして活用。

≪メリット≫
・全体 → サ高住の認知向上につながる
・協賛企業側 → イメージアップ、自社のPRにつながる
・サ高住事業者 → 生活者(入居者)の楽しみ増(自分の句が商品やHPに掲載されるため)
・高住協(運営)側 → アワードの開催経費の調達可能



現時点では空欄

２）高齢期の居住の場の多様な選択・相談を可能とする体制

①住まいの相談窓口体制の構築へ
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２）高齢期の居住の場の多様な選択・相談を可能とする体制

②住まいの総合相談員の要件

・「高齢期の健康で快適な暮らしのための住まいの改修ガイドライン」の趣旨
を理解し、その普及に賛同すること

・ご本人のニーズを適切にアセスメントし、住まいのこと、生活環境、家族等
の介護リソース等を把握した上で、特定選択肢に偏らず？、 公平に、将
来の住まいの備えについて、中立の提案をすること。

※住まいの総合相談員研修を受けた者が行うことで、公平性、
中立性を確保
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２）高齢期の居住の場の多様な選択・相談を可能とする体制

③住まいの総合相談員の育成 オンライン研修の実施
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